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近代文化研究所所員勉強会（平成20年度）要旨
第1回 平成20年6月19日
「和装に導入された洋装文化」
目白大学短期大学部教授 先川 直子
明治期からの西洋の文物の導入が和装にどのような影響を与えたか，和装への導入過程でどのような変容を遂げた
かを①毛織物②インバネス③袴と改良服に分けて論じた。
洋装用の素材として輸入された毛織物の中で，薄地のモスリンセルジスフランネルはメリンスセルネルと
呼ばれて日常着用の和装素材として大量に流通するようになる。モスリンは婦女子用の縮緬の代用品としての用途が
多いが，セルは袷と単衣の間の時期の和装に好適な素材として男性に好んで着られた。
インバネスは膝下丈のコートの上にケープをつけたような形状の防寒用外套であるが，和装に導入される過程で身
丈は着物を覆うほどに長くケープの丈も腕を覆うほどになり，ケープの下が袖無しになって，着物の上に着るのに最
適な外套になっていった。
袴と改良服は明治後期の女学生用で，袴はひだスカート状の行灯袴である。これを短く着装して袴の下から靴と靴
下を見せたり，筒袖の上衣の袖口を絞ってブラウスの袖のようにした着装例が『風俗画報』等の挿絵にもしばしば見
られる。
第2回 平成20年7月9日
「器からみる食文化」
神崎研究室室長民俗学者 神崎 宣武
一汁一菜と箱膳:私ども日本人の日常の食事形式は，長く「一汁一菜」であった。むろん，それに一飯が加わる。いい
かえれば，二ワン（飯ワンと汁ワン）と一皿が，長く日常的な食器であった。その食事形式をもっともよく象徴する
のが，箱膳の存在である。
箱膳そのものは，指物膳である。一尺（約30.3センチ）四方か八寸（約24センチ）四方，高さが3，4寸（約9，13
センチ）で，かぶせ蓋がついている。その蓋を逆さにして箱の上に置くと，足付膳と同じ高さの膳になるわけである。
この箱膳のなかに，飯ワンと汁ワンに小皿とが納められている。現存する箱膳では，飯ワンに磁器が，汁ワンに
漆器が，小皿に磁器が用いられている例が多い。箱膳に銘々器を収納して銘々管理するのは，合理的であった。一回
の食事ごとに食器を洗わず，食事後は，ワンに番茶か白湯を注ぎ，器面についた食べかすをで落とし，それを一緒
に飲むのが一般的。水で洗うのは，三日に一度ぐらいであった。不衛生というなかれ。かつて湧水や流水をんで運
ばなくてはならなかった家では，洗い水を倹約することが生活上の合理であったのだ。
なお，箱膳の実用は，近世以降，飯台が普及する昭和中期ごろまで，おもに農山村に多くみられる。東京や大阪な
どの大都市，つまり町屋では，箱膳の使用例を確認しにくい。ちゃぶ台の普及が早く，明治30～40年代には相当数の
使用例がみられたというから，江戸期の銘々膳とのあいだに箱膳をはさむ余地がなかったのであろう。ちなみに，江
戸中期の武家の台所を描いた『女
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れい
集
しゅう
』をみても，商家の台所を描いた『家
か
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ぐ
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』をみても，箱膳はでて
こない。長屋の食事風景を描いた『日用助食竈の賑ひ』でも，農家の食事風景を描いた『経済をしへ草』でも，その
存在は認められない。そうした江戸期の絵図では，四足膳か両足膳が一般的に用いられているのである。
会席の膳組み:日常の食事が「一汁一菜」であるのに対し，ハレの日の食事は，「一汁三菜」，あるいは「一汁二菜」が
基本となる。つまり，「一膳五器」か「一膳四器」。一膳五器でいうと，手前に飯ワンと汁ワン，向うに平ワンと皿。
中央に向付けワン。一膳四器では，向付けワンが外れることになる。
はじめは，漆器の膳組みであった。それがなるのは，鎌倉時代から室町時代にかけてのこと。たとえば，鎌倉時代
になると，禅宗系の精進料理が生まれてくる。精進料理は，道元が宋から帰朝後に永平寺（福井県）を開山してから
禅（曹洞宗）とともに広めた，といわれる。
いうまでもなく，精進料理は，宴席の料理ではない。が，今日に伝わる日本料理のある原型がそこにみられる。そ
の第一が，塗りものの平膳と椀類を組みあわせて用いる形式である。それ以前は，塗りものの膳よりも白木の折敷が，
塗りものの器よりも須恵器の坏が多く用いられていた。精進料理の完成で，はじめて漆器による膳組みが定型化する
のである。
そして，安土桃山時代から江戸時代になると，いわゆる会席膳に展開する。本膳に精進料理の膳組みを伝えるが，
慶事用には朱塗りの膳と器の普及をみる。また，宴席によっては二の膳，三の膳を加える形式にも展開。そして，磁
器の登場で，飯ワンや小鉢，平皿が磁器に移行もしたのである。
現代の会席膳にもそれが伝わる。また，日常の食卓では，膳こそ欠落したものの，磁器の飯碗と漆器の汁椀が併用
されている。小皿，小鉢，それに大型の皿鉢や丼鉢なども日常的に多用されている。いちはやく，食器の分化を進め，
漆器と磁器を上手に併用する，その伝統は生きているのである。
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